前十字靭帯損傷膝において視覚が重心動揺に与える影響 by Okuda, Kazuhiro
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻分 野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授 与の 日付
学位授 与の要件
学 位 論 文 題 目
論 文 審 査 委 員
≠夢■
メ-










教授 大月 洋 教授 西崎和則 助教授 西田圭一郎
学 位 論 文 内 容 の 要 旨
膝前十字靭帯(以下ACL)損傷患者において,周眼時と閉眼時の重心動揺を測定
し比較検討した.対象は2001年3月より2004年 1月までに受傷した術前のACL












論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､膝の前十字靭帯が損傷すると膝が不安定になる原医lは､膝関節周囲組織に存
在する滑膜内組織のルフイニ小体､滑膜層と靭帯の間のパテニ小体､さらには血管 ･リ
ンパ管近傍の自由神経終末の働きによる固有知覚機能のフィー ドバック機構の破綻に
あるという仮説を立て,重心動揺を計測することによりこれを検証したものである｡正
常被検者 57名を対照とし､前十字靭帯損傷患者 32名を対象に､両脚立位と片脚立位
の2条件で両眼視下と視覚遮断の環境のもとに重心動揺計を用いて動揺軌跡長､および
軌跡集中面積の2つのパラメータを中心に解析した｡その結果､視覚遮断の条件下では
健側ならびに対照者にくらべて対象者では患側の片脚立位で2つのパラメータがとも
に有意に増大した｡このことから､膝の前十字靭帯が絹傷すると膝関節周囲組織内の固
有知覚機能のフィードバック機構が破綻するという仮説を支持する結論を得た｡本研究
の今後の課題として､膝関節国有知覚機能を抽出する新しい検査法の開発が望まれる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
